
も く じ

長
野
県
白
馬
村
は
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
フ
ォ
ア
ア
ー

ル
ベ
ル
ク
州
の
レ
ッ
ヒ
村
と
友
好
都
市
で
あ
る

（
i
）。
白
馬
村
の
人
口
は
約
8
、
2
0
0
人
、
レ
ッ

ヒ
は
約
1
、
5
0
0
人
。
規
模
は
異
な
る
が
、
い
ず

れ
も
世
界
中
の
人
々
を
引
き
つ
け
る
ア
ル
プ
ス
の
山

岳
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。
二
十
年
ほ
ど
前
、
そ
の
レ
ッ

ヒ
を
夏
に
訪
れ
、
短
期
間
滞
在
し
た
。
そ
こ
で
目
に

し
た
の
は
、「
人
口
1
、
5
0
0
人
の
村
」
が
世
界
的

ブ
ラ
ン
ド
を
築
く
た
め
の
驚
く
ほ
ど
周
到
な
戦
略
で

あ
っ
た
。

宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
は
家
族
経
営
で
、
オ
ー
ナ
ー
夫

妻
が
毎
日
の
よ
う
に
食
堂
に
立
ち
、
宿
泊
客
一
人
ひ

と
り
に
声
を
か
け
て
い
た
。
さ
ら
に
紹
介
さ
れ
た
近

く
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
オ
ー
ナ
ー
の
姉
が
経
営

し
て
い
た
。
聞
け
ば
、
き
ょ
う
だ
い
の
父
親
は
長
年

レ
ッ
ヒ
の
観
光
局
長
を
務
め
、
こ
の
村
を
世
界
的
な

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
へ
育
て
上
げ
た
人
物
だ
と
い
う
。
行

政
と
民
間
が
別
々
に
動
く
の
で
は
な
く
、
地
域
全
体

を
一
つ
の
共
同
体
と
し
て
経
営
し
て
い
る
と
い
う
印

象
を
受
け
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
レ
ッ
ヒ
中
心
部
の
高

台
に
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
区（
オ
ー
バ
ー
レ
ッ
ヒ
地
区
）

の
地
下
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
冬
季
は
一
般
車
両
の
乗

り
入
れ
を
制
限
し
、
ホ
テ
ル
へ
の
物
流
や
サ
ー
ビ
ス

車
両
を
地
下
ト
ン
ネ
ル
で
処
理
す
る
、
世
界
で
も
珍

し
い
歩
行
者
中
心
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
。
地
上

に
は
車
が
ほ
と
ん
ど
走
ら
ず
、
ホ
テ
ル
へ
の
物
流
や

サ
ー
ビ
ス
車
両
は
地
下
を
通
る
。
宿
泊
客
は
静
か
な

雪
景
色
や
草
原
を
楽
し
み
、
裏
側
で
は
効
率
的
な
イ

ン
フ
ラ
が
機
能
し
て
い
る
。
景
観
を
守
る
た
め
に
交

通
を
地
下
化
す
る
と
い
う
発
想
は
、
日
本
の
観
光
地

で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
の
カ
ー
ド
キ
ー
が
リ
フ
ト

券
や
路
線
バ
ス
の
乗
車
券
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
も
感

激
し
た
。
滞
在
中
は
周
辺
の
山
々
を
自
由
に
歩
く
こ

と
が
で
き
、公
共
交
通
も
気
軽
に
利
用
で
き
た
。サ
ー

ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
、
観
光
客
の
滞
在
行
動
全
体

を
設
計
す
る
と
い
う
発
想
が
徹
底
し
て
い
た
。

レ
ッ
ヒ
は
宿
泊
施
設
を
無
秩
序
に
増
や
さ
な
い
。

ベ
ッ
ド
数
を
一
定
程
度
に
抑
え
、
そ
の
代
わ
り
滞
在

の
質
を
高
め
る
。
量
で
は
な
く
質
で
地
域
を
豊
か
に

す
る
戦
略
で
あ
る
。
人
口
1
、
5
0
0
人
の
村
が
、

世
界
中
か
ら
人
を
引
き
つ
け
続
け
て
い
る
理
由
は
こ

こ
に
あ
る
。
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
は
英
国
の
ダ
イ
ア

ナ
妃
も
毎
年
滞
在
さ
れ
た
と
い
う
。

日
本
で
も
人
口
減
少
が
進
み
、多
く
の
町
村
が「
何

を
増
や
す
か
」
で
は
な
く
、「
何
を
守
る
か
」
を
問

わ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。
景
観
、
静
け
さ
、
地
域
の

人
間
関
係
、
歩
い
て
楽
し
め
る
空
間
―
―
そ
う
し
た

価
値
は
、
数
字
に
は
表
れ
に
く
い
。
し
か
し
、
小
さ

な
村
だ
か
ら
こ
そ
守
り
、
磨
く
こ
と
が
で
き
る
資
源

で
も
あ
る
。レ
ッ
ヒ
で
学
ん
だ
の
は
、「
小
さ
い
こ
と
」

は
弱
み
で
は
な
く
、
戦
略
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
人
口
1
、
5
0
0
人
の
村
が
世
界
に
選

ば
れ
る
理
由
は
、
今
の
日
本
の
町
村
に
と
っ
て
も
大

き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
に
思
う
。

（
ｉ
）　�https://w

w
w
.vill.hakuba.lg.jp/gyosei/soshikikara�

sagasu/som
uka/som

ukakari/8/1391.htm
l
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冒
頭
、
鈴
木
英
敬
総
務
部
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
自
民
党
側
の
出
席
者
よ
り
挨
拶
が

あ
っ
た
。

続
い
て
、阿
部
守
一
全
国
知
事
会
会
長（
長

野
県
知
事
）
が
地
方
六
団
体
を
代
表
し
て
、

①
経
済
・
物
価
動
向
等
を
適
切
に
反
映
し
た
、

地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
・
充
実
に
関
す

る
こ
と
、
②
人
口
減
少
対
策
及
び
地
方
創
生

の
強
力
な
推
進
に
関
す
る
こ
と
、
③
令
和
８

年
熊
本
地
震
及
び
令
和
８
年
８
月
千
葉
豪
雨

に
お
け
る
復
旧
・
復
興
支
援
等
、
防
災
・
減

災
対
策
の
推
進
と
強
靱
な
国
土
づ
く
り
に
関

す
る
こ
と
、
④
飲
食
料
品
に
係
る
消
費
税
率

の
時
限
的
な
引
下
げ
に
伴
う
地
方
の
減
収
に

対
す
る
財
源
措
置
及
び
「
所
得
に
連
動
し
た

き
め
細
か
な
給
付
」
に
関
す
る
国
と
地
方
の

役
割
分
担
や
財
政
負
担
に
つ
い
て
の
十
分
な

協
議
、
⑤
税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
税
収
が

安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
―
等
に
つ
い

て
要
望
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
林
芳
正
総
務
大
臣
が
挨
拶
に
立

ち
、
来
年
度
予
算
に
つ
い
て
「
重
点
施
策
を

実
行
す
る
た
め
に
、
必
要
な
予
算
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
立
て
続
け
に
発
生
し
て
い
る

大
規
模
災
害
に
は
、
し
っ
か
り
対
応
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
地
方
財
政
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
体
が
地
域
未
来
戦
略
の
推
進
や
官
公

需
の
価
格
転
嫁
な
ど
に
取
り
組
み
つ
つ
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ

う
、
骨
太
の
方
針
２０２


６
を
踏
ま
え
、
経

済
・
物
価
動
向
等
を
適
切
に
反
映
し
、
一
般

財
源
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
ま
い
り
た

い
」
と
述
べ
た
。

※�

参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（https://w
w
w
.zck.or.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

棚
野
孝
夫
会
長
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
の
代
表

者
は
８
月
27
日
、
自
由
民
主
党
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に
出
席
し
た
。
会
議
で

は
、
令
和
９
年
度
総
務
部
会
関
係
予
算
概
算
要
求
及
び
税
制
改
正
要
望
の
と
り
ま

と
め
に
向
け
て
要
望
が
行
わ
れ
た
。

▲林総務大臣

▲棚野会長

棚野会長が自由民主党総務部会棚野会長が自由民主党総務部会
関係合同会議に出席関係合同会議に出席
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月 日 号数
9 7 3372
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１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

近
年
、何
の
落
ち
度
も
な
い
方
が
突
然
、

生
命
を
奪
わ
れ
、
あ
る
い
は
身
体
を
傷
つ

け
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
誰
も
が
犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
る

可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
犯
罪
に
よ

り
被
害
を
被
っ
た
方
、
そ
の
家
族
又
は
遺

族
（
以
下
で
は
「
犯
罪
被
害
者
等
」
と
い

い
ま
す
。）
は
、
そ
の
直
後
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
ま
す
。
も
と
よ
り

犯
罪
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
第
一
義
的
な

責
任
を
負
う
の
は
、
加
害
者
で
す
。
し
か

し
、
加
害
者
が
そ
の
責
任
を
全
う
す
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
し
、
加
害
者
が
賄
う
こ
と

が
困
難
な
事
柄
も
多
く
あ
り
ま
す
。
犯
罪

被
害
者
等
が
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
社

会
全
体
で
犯
罪
被
害
者
等
を
支
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

２２
．．��

犯
罪
被
害
者
等
の
ニ
ー
ズ
と

犯
罪
被
害
者
等
の
ニ
ー
ズ
と��

取
組
の
方
向
性

取
組
の
方
向
性

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
で
息
子
を

亡
く
し
た
母
親
は
、
手
記
の
中
で
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
息
子
と
の
思

い
出
が
詰
ま
っ
た
自
宅
に
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、事
件
後
半
年
間
は
、

自
分
や
夫
の
実
家
に
身
を
寄
せ
な
が
ら
生

活
し
ま
し
た
。
家
族
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
が
長
年
に
わ
た
っ
て
現
れ
ま
し
た
。
仕

事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
、
精
神
科
へ
通

院
す
る
、
学
校
へ
通
え
な
い
、
近
所
や
親

戚
と
疎
遠
に
な
る
…
数
え
れ
ば
き
り
が
あ

り
ま
せ
ん
」（
令
和
７
年
版
犯
罪
被
害
者

白
書
掲
載
）。

犯
罪
被
害
者
等
は
、犯
罪
被
害
に
よ
り
、

一
家
の
働
き
手
を
失
っ
て
経
済
的
に
困
窮

し
た
り
、加
害
者
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
引
っ

越
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、「
日
々

の
生
活
」
に
関
す
る
困
り
事
を
抱
え
る
こ

と
も
多
く
、
経
済
面
・
生
活
面
の
支
援
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
身
体
に
障
害

が
残
っ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
発
症
す
る
な

ど
、「
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
健
康
」
に
関

す
る
困
り
事
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
り
、
治

療
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
支
援
が

求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。加
え
て
、

犯
罪
被
害
者
等
は
、
自
分
が
被
害
に
遭
っ

た
事
件
や
加
害
者
の
こ
と
を
知
り
た
い
、

刑
事
手
続
に
積
極
的
に
関
わ
り
た
い
と
い

う
思
い
を
抱
く
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
「
知
り
た
い
・
関
わ
り
た

い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、

刑
事
手
続
等
へ
の
関
与
に
つ
い
て
制
度
の

充
実
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
犯
罪
被
害
者
等
に
そ
の
困
り

事
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
必
要
な
支
援
を
提

供
す
る
た
め
に
は
、
制
度
自
体
を
整
備
・

充
実
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
犯
罪
被
害
者

等
の
ニ
ー
ズ
等
を
適
切
に
汲
み
取
り
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
の
支
援
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。こ
の
点
、

後
ほ
ど
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
が
、
各
地
域

の
支
援
の
現
場
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者

等
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
つ
つ
、
適
切
な

支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
仕
組

み
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る

社
会
の
理
解
を
増
進
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
犯
罪
被
害
者
等
は
、
周
囲
の
方
々
の

支
え
や
関
わ
り
を
通
じ
て
被
害
か
ら
の
回

復
を
果
た
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
悪
意
、
誤

解
、無
理
解
、無
関
心
等
に
よ
る
言
動
に
傷

つ
け
ら
れ
る
と
い
う
二
次
的
被
害
を
受
け

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
犯
罪
被
害
者
等
が

安
心
し
て
助
け
を
求
め
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
犯
罪
被
害

者
等
の
置
か
れ
た
状
況
や
、
犯
罪
被
害
者

等
施
策
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
広

く
深
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

３３
．．��

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
と
犯
罪

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
と
犯
罪

被
害
者
等
基
本
計
画
に
基
づ
く

被
害
者
等
基
本
計
画
に
基
づ
く

取
組
取
組

平
成
16
年
に
制
定
さ
れ
た
犯
罪
被
害
者

等
基
本
法
は
、
基
本
理
念
と
し
て
、
犯
罪

被
害
者
等
が
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い

処
遇
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
こ

と
、
被
害
を
受
け
た
と
き
か
ら
再
び
平
穏

な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
ま
で
の
間
、
必
要
な
支
援
を
途
切
れ
る

こ
と
な
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え

で
、
同
法
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

政府における犯罪被害者等 政府における犯罪被害者等 
支援の取組について支援の取組について

警察庁長官官房参事官警察庁長官官房参事官
（犯罪被害者等施策担当）　西村慎太郎（犯罪被害者等施策担当）　西村慎太郎
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責
務
と
し
て
、
こ
う
し
た
基
本
理
念
に

の
っ
と
り
、
犯
罪
被
害
者
等
の
た
め
の
施

策
を
策
定
し
、
実
施
す
る
こ
と
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

政
府
は
、
同
法
に
基
づ
き
、
平
成
17
年

以
降
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
を
策
定

し
、
犯
罪
被
害
者
等
の
施
策
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
令
和
８
年
３
月
に
第
５
次
犯

罪
被
害
者
等
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
同
年
４
月
か
ら
そ
の
計
画
期
間
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

同
基
本
計
画
の
も
と
に
お
け
る
犯
罪
被

害
者
等
支
援
に
関
す
る
主
な
取
組
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
（
図
１
～
５
参
照
）。

①
損
害
回
復
と
経
済
的
支
援

殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り

不
慮
の
死
を
遂
げ
た
犯
罪
被
害
者
の
ご
遺

族
や
、
重
傷
病
又
は
障
害
と
い
う
重
大
な

被
害
を
受
け
た
方
に
対
し
て
は
、
国
か
ら

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
近
年
で
は
、
遺
族
給
付
金
の
支
給
最

低
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の
制
度
の

見
直
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
地
方

自
治
体
に
お
い
て
も
、
犯
罪
被
害
者
等
に

見
舞
金
等
の
一
時
金
を
支
給
す
る
制
度
の

導
入
が
進
ん
で
お
り
、
令
和
７
年
時
点
で

６
割
を
超
え
る
市
区
町
村
で
見
舞
金
等
の

制
度
が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
料
や
ハ
ウ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
等
の
各
種
費
用
の
公
費

負
担
に
よ
る
経
済
的
支
援
、
犯
罪
被
害
者

等
の
た
め
の
休
暇
制
度
や
奨
学
金
等
に
よ

る
就
労
・
就
学
支
援
の
取
組
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
医
療
・
年
金
・
雇
用
・
介
護
等

の
各
種
社
会
保
障
・
福
祉
制
度
に
よ
る
支

援
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
適
切
な
運
用
等

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
法
テ
ラ
ス
で
は
、
令
和
８
年

１
月
か
ら
加
害
者

へ
の
損
害
賠
償
等

の
民
事
手
続
を
含

め
た
支
援
を
行
う

犯
罪
被
害
者
等
支

援
弁
護
士
制
度
の

運
用
を
開
始
し
て

お
り
、
同
制
度
の

的
確
な
運
用
等
を

通
じ
て
、
犯
罪
被

害
者
等
の
弁
護
士

費
用
や
損
害
賠
償

請
求
費
用
に
関
す

る
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

②�

精
神
的
・
心
理

的
ケ
ア

都
道
府
県
警
察

で
は
、
公
認
心
理

師
、
臨
床
心
理
士
等
の
資
格
を
有
す
る
部

内
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
等
の
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
指
定

を
受
け
た
民
間
の
早
期
援
助
団
体
（
い
わ

ゆ
る
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）で
は
、

犯
罪
被
害
者
等
か
ら
電
話
、
面
接
に
よ
る

相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
、
関
係
機

関
等
へ
の
付
添
い
支
援
等
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

加
え
て
、
犯
罪
被
害
者
等
と
接
す
る
関

係
機
関
の
職
員
等
が
、
ト
ラ
ウ
マ
と
そ
の

影
響
に
つ
い
て
知
識
を
持
ち
、
理
解
し
て

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ト
ラ
ウ
マ

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
に
つ
い
て
学
習
で

き
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
教
材
を
整
備
し

公
開
し
て
い
ま
す
。

③
刑
事
手
続
等
へ
の
関
与

警
察
・
検
察
で
は
、
被
害
者
連
絡
制
度
、

被
害
者
等
通
知
制
度
に
基
づ
き
、
犯
罪
被

害
者
等
に
、
捜
査
状
況
、
検
挙
状
況
、
処

分
結
果
（
起
訴
・
不
起
訴
の
別
等
）、
裁

判
結
果
等
を
通
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
矯
正
施
設
、
保
護
観
察
所
で
は
、

犯
罪
被
害
者
等
の
心
情
等
を
職
員
が
聴
取

し
、
こ
れ
を
加
害
者
に
伝
達
す
る
、
処
遇

段
階
に
お
け
る
心
情
等
の
聴
取
・
伝
達
制

度
が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
支
援
体
制
の
整
備
・
充
実

近
年
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
た
め
の

条
例
を
制
定
す
る
地
方
自
治
体
が
増
加
し

て
お
り
、
令
和
６
年
に
は
全
て
の
都
道
府

▲図1

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」犯罪被害者等の損害回復と経済的支援

犯罪被害者等に対する支援施策の具体的内容① 【基本計画・重点課題１】

犯罪被害者等に対する経済面などでの支援01

犯罪被害者等給付金（国）、見舞金（自治体）

加害者による犯罪被害者等への損害賠償02

弁護士による法的支援 加害者に対する指導
犯罪被害者等支援弁護士
（法テラス）など

刑務所における「被害者の視点を取り入れた教育」
や保護観察中の「しょく罪指導プログラム」など

各種費用の公費負担（都道府県警察）
カウンセリング料、ハウスクリーニング、緊急避妊等

就労・就学支援

殺人事件の御遺族や障害・重いケガを負った方への給付金

犯罪被害者等のための休暇制度、奨学金

各種社会保障・福祉制度
社会保険（医療、年金、雇用、介護など）、自立支援

220万円
320万円

1060万円

640万円

受給者が配偶者・子・父母の
場合に加算

S55 H13 R6

犯罪被害者等給付金（遺族給付金）
の支給最低額の見直し推移（減額事由がない場合）

令和６年の制度改正により
給付水準を抜本強化

図１

▲図2

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」犯罪被害者等の精神的・心理的ケア

犯罪被害者等に対する支援施策の具体的内容② 【基本計画・重点課題２】

警察によるカウンセリング等の実施01

早期援助団体による支援02

134人

185人

209人

H28 R3 R7R3 R４ R５ R６R１ R２

１０２１回

４３６８回

部内カウンセラーの配置状況公費負担制度の利用状況

部内カウンセラーによるカウンセリング

カウンセリング料の公費負担

捜査員・支援担当者からの連絡

トラウマインフォームドケア教育の推進03

電話、面接による相談

直接支援
警察、検察、裁判等への付添い

裁判の代理傍聴

カウンセリングの提供

トラウマインフォームドケア（トラウマとその影響に
ついて、知識を持ち、理解してかかわること）につい
て、オンデマンド研修教材を整備し、公開

オンデマンド研修教材の整備・充実

相談の様子
（全国犯罪被害者ネット
ワークのHPから）

図２
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県
で
こ
う
し
た
条
例
が
制
定
さ
れ
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。
市
区
町
村
で
も
犯
罪
被

害
者
等
支
援
の
た
め
の
条
例
制
定
の
動
き

が
加
速
し
て
お
り
、
令
和
７
年
時
点
で
は

６
割
を
超
え
る
市
区
町
村
に
お
い
て
、
こ

う
し
た
条
例
が
制
定
さ
れ
、
地
域
に
お
け

る
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
原
動
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
被
害
者
等
か
ら
は
、
支
援

に
携
わ
る
機
関
等
が
さ
ま
ざ
ま
あ
る
た
め

に
、
受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容
や
支
援
を

受
け
る
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪
被

害
者
等
が
支
援
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
複

数
の
機
関
等
を
訪
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
度
に
同
じ
説
明
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

る
負
担
や
二
次
的
被
害
の
リ
ス
ク
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
観
点
か
ら
は
、

犯
罪
被
害
者
等
が
適
切
な
形
で
支
援
に
た

ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支
援
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
点
、
令
和
６
年
度
か
ら
、
犯
罪
被

害
者
等
が
い
ず
れ
か
の
機
関
等
に
相
談
や

問
合
せ
を
す
れ
ば
、
そ
の
機
関
等
を
起
点

と
し
て
、
都
道
府
県
に
配
置
す
る
犯
罪
被

害
者
等
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
以
下
で
は「
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

と
い
い
ま
す
。
な

お
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
業
務
が

被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
に
委
託
さ
れ

て
い
る
地
域
も
あ

り
ま
す
。）
に
情

報
が
集
約
さ
れ
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
関

係
機
関
等
が
一
体

と
な
っ
て
犯
罪
被

害
者
等
に
必
要
な

支
援
を
提
示
・
提

供
す
る
「
多
機
関

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
体
制
」
を
全
国

的
に
構
築
・
整
備
す
る
取
組
が
開
始
さ
れ

て
お
り
（
図
６
参
照
）、
令
和
８
年
度
中

に
は
、
全
都
道
府
県
に
お
い
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
が
完
了
す
る
予
定
で

す
。

⑤
広
報
啓
発

若
い
世
代
に
も
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の

必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、「
命

の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」
や
「
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
等
の
犯
罪
被
害
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
学
校
に
お
け
る

教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
で
あ
る
「
ギ
ュ
っ
と
ち
ゃ
ん
」

を
活
用
し
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
向
け
た
各

種
の
広
報
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４４
．．��

地
方
自
治
体
の
皆
さ
ま
に

地
方
自
治
体
の
皆
さ
ま
に��

お
願
い
し
た
い
こ
と

お
願
い
し
た
い
こ
と

地
方
に
お
い
て
犯
罪
被
害
者
等
支
援
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
生
活
を
支
援
す

る
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
所
管
す
る
市
区
町

村
に
期
待
さ
れ
る
役
割
に
は
非
常
に
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
前
述
の

「
多
機
関
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
体
制
」

に
参
画
し
、
都
道
府
県
、
都
道
府
県
警
察
、

早
期
援
助
団
体（
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

等
の
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
た
住
民
の

支
援
に
当
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

よ
り
具
体
的
に
は
、
ⅰ
「
総
合
的
対
応

窓
口
」
の
機
能
の
充
実
・
活
性
化
を
図
り
、

犯
罪
被
害
者
等
か
ら
の
相
談
や
問
合
せ
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
生
活
支
援
の
た
め

の
各
種
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主
体
と

し
て
、犯
罪
被
害
者
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、

各
部
署
が
所
管
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
一

括
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
こ

と
、
ⅱ
犯
罪
被
害
者
等
に
対
し
、
必
要
に

応
じ
て
、
関
係
機
関
等
が
行
う
支
援
に
関

す
る
情
報
提
供
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等

へ
の
橋
渡
し
を
行
う
こ
と
、
ⅲ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
等
が
主
催
す
る
支
援
調
整
会
議

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」犯罪被害者等の刑事手続等への関与

犯罪被害者等に対する支援施策の具体的内容③ 【基本計画・重点課題３】

事件の発生

刑事裁判

処遇の開始
（刑務所など）

被害者連絡制度
捜査状況、検挙状況などを連絡

被害者等通知制度
裁判日やその結果、不起訴理由、釈放予定の年月などを通知

被害者参加制度
刑事裁判の公判期日に出席し、証人・被告人に対する質問や意見を陳述

警察

検察
裁判所

矯正施設
保護観察所

処遇段階における心情等の聴取・伝達制度
被害者等の心情などを刑務所などの職員が聴取し、加害者に伝達

加害者の処遇状況等の通知制度
裁判や少年審判後の加害者の処遇状況などを通知

図３

▲図3

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」犯罪被害者等の支援体制の整備・充実

犯罪被害者等に対する支援施策の具体的内容④ 【基本計画・重点課題４】

地方公共団体における支援体制の整備01
97.9％

83.0％

68.1％

44.7％
36.2％

都道府県

R４ R５ R６R１ R２ R３ R７

100％

64.2％

16.5％

19.8％

23.7％

28.1％

37.2％

50.9％

全地方公共団体

条例制定状況(制定団体数の割合)

犯罪被害者等支援のための条例の制定

犯罪被害者等支援コーディネーターの配置
令和８年度に全都道府県で配置完了予定

各種相談・支援体制の整備
性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター

スクールソーシャルワーカー、児童相談所など

支援のための基盤整備02 人材育成03

「被害者手帳」・カルテ化

職能団体との連携強化

ポータルサイトの整備・充実

ケーススタディ型の実践研修の開催

オンデマンド研修教材の整備

図４

▲図4
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（
ケ
ー
ス
会
議
）
に
参
加
し
、
関
係
機
関

等
と
と
も
に
犯
罪
被
害
者
等
に
必
要
な
支

援
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
、
ⅳ
地
域
の
実

情
に
応
じ
、
犯
罪
被
害
者
等
に
特
化
し
た

支
援
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
こ
れ

を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
の
取
組
を
行
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す

る
理
解
の
広
が
り
は
い
ま
だ
途
上
に
あ

り
、
取
組
内
容
に
つ
い
て
地
域
に
よ
っ
て

大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
犯
罪
被
害

に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
中
で

は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
暮
ら
し
て
い
る
地

域
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
支
援
が
大
き
く

異
な
る
と
い
う
事
態
は
、
望
ま
し
い
も
の

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
犯
罪
被
害
者
等
支
援
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
国
、
地
方
自
治
体
及
び
民
間
支
援

団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
、
関
係
施
策
の

一
層
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

警
察
庁
に
お
い
て
も
、
各
地
域
に
お
け

る
支
援
体
制
の
適
切
な
整
備
等
の
推
進
に

向
け
て
、「
多
機
関
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
体
制
」
の
構
築
・
運
用
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
予
算
措
置
を
講
じ
た
り
、
同
体

制
の
構
築
・
運
用
に
当
た
り
参
考
と
な
る

「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
お
け
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築
・
運
用
の

手
引
き
」
を
作
成
・
公
表
し
て
い
る
ほ
か
、

各
種
の
会
議
・
研
修
等
を
通
じ
、
国
・
地

方
の
関
係
行
政
庁
や
民
間
支
援
団
体
等
へ

の
働
き
か
け
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
は
、
地
方
自
治
体
が
支
援
体
制
の
整

備
を
進
め
る
う
え
で
参
考
と
な
り
得
る
取

組
例
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

鹿
児
島
県
与
論
町
で
は
、
令
和
４
年
に
与

論
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
制
定

し
、
令
和
６
年
に

施
策
に
関
連
す
る

要
綱
を
整
備
す
る

な
ど
し
て
、
犯
罪

被
害
者
等
へ
の
見

舞
金
制
度
の
み
な

ら
ず
、
島
外
に
あ

る
住
居
へ
の
転
居

費
用
や
医
療
機
関

へ
の
通
院
費
用
の

助
成
な
ど
、
離
島

と
い
う
地
理
的
条

件
も
考
慮
し
た
支

援
制
度
を
整
備
し

て
い
ま
す
。
警
察

庁
で
は
、
毎
月
、

犯
罪
被
害
者
等
施

策
に
関
す
る
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発

刊
し
、
関
係
機
関
等
に
送
付
し
て
お
り
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
は
、
こ
う
し
た
与
論

町
の
取
組
を
含
め
、
各
地
域
に
お
け
る
犯

罪
被
害
者
等
支
援
の
取
組
を
取
り
上
げ

て
、
積
極
的
に
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５５
．
お
わ
り
に

．
お
わ
り
に

国
家
公
安
委
員
会
及
び
こ
れ
を
補
佐
す

る
警
察
庁
は
、
令
和
５
年
に
被
害
者
施
策

の
推
進
に
関
し
て
行
政
各
部
の
統
一
を
図

る
た
め
に
必
要
と
な
る
企
画
及
び
立
案
並

び
に
総
合
調
整
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
い

わ
ゆ
る
「
司
令
塔
」
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

第
五
次
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
は
、

警
察
庁
が
「
司
令
塔
」
と
な
っ
た
後
の
初

め
て
の
基
本
計
画
で
す
。
警
察
庁
と
し
ま

し
て
も
、同
基
本
計
画
の
も
と
、「
司
令
塔
」

と
し
て
関
係
府
省
庁
等
と
連
携
し
な
が
ら

被
害
者
施
策
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
犯
罪
被
害
者
等
支

援
の
取
組
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

警
察
庁
長
官
官
房
犯
罪
被
害
者
等
施

策
推
進
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３–

３
５
８
１–

０
１
４
１

M
A
IL

：�SHIEN_RENKEI@
npa.go.jp

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

犯罪被害者等に対する途切れない支援の提供

多機関ワンストップサービス体制

人権擁護委員 民生委員・児童委員

委嘱委員 【法務省・厚生労働省】

検察庁等

法テラス
法務局

【法務省等】

矯正施設
保護観察所等

犯罪被害者等早期
援助団体等

性犯罪・性暴力被害者
のためのワンストップ
支援センター

都道府県
市区町村

公共職業安定所

医療機関

児童相談所
教育機関等

犯罪被害救援基金
日本財団

#8891

0120－189－783

総合的対応窓口

0570－783－554

〇〇に付き
添ってほしい

今の家に
住めない

家事を手伝って
ほしい

眠れない

詳しい弁護士
に相談したい

裁判に参加したい

警察

#9110
#8103

女性相談支援センター
配偶者暴力相談支援センター

#8778

【警察庁】

【法務省】

【厚生労働省】

【法務省】

【警察庁】

【内閣府】

【厚生労働省】

コーディネーター

【厚生労働省】

【内閣府】

0120－079714
0570－003－110

#8008

0120－0－78310
【こども家庭庁】【文部科学省】

自動車事故対策機構
（ナスバ）

【国土交通省】

□ 犯罪被害者等支援コーディネーターを支援のハブとして、様々な機関による支援をワンストップで提供

図６

▲図6

▲図5

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」広報啓発の取組：わたしにも できる支援が ここにある

犯罪被害者等に対する支援施策の具体的内容⑤ 【基本計画・重点課題５】

学校における教育活動01

国民に向けた広報啓発：犯罪被害者月間（11.1~12.1）など02

企業・団体の皆様の御協力

命の大切さを学ぶ教室
中学生・高校生等を対象とした犯罪被害者等による講演会
の開催

作文コンクール
中学生・高校生を対象とした作文コンクールを実施し、
優秀作品を表彰

日本航空 日本フットサル連盟

総理等のピンバッジ着用

命の大切さを学ぶ教室

ポスターによる広報啓発

図５
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〇
天
龍
村
の
概
要

天
龍
村
は
、
長
野
県
の
南
端
に
位
置
し
、

村
の
南
側
は
愛
知
県
と
静
岡
県
に
接
し
て
い

ま
す
。
東
西
に
11
・
4
㎞
、
南
北
に
９
・
９

㎞
、
面
積
の
９
割
以
上
が
山
林
で
、
村
の
真

ん
中
を
南
北
に
流
れ
る
天
竜
川
と
、
そ
の
支

流
が
造
る
Ｖ
字
渓
谷
の
中
に
集
落
が
点
在
す

る
「
純
山
村
」
で
す
。

天
龍
村
の
緯
度
は
35
度
16
分
23
秒
。
こ
れ

は
湘
南
海
岸
と
ほ
ぼ
同
じ
、
標
高
も
２
８
０

ｍ
～
と
そ
れ
ほ
ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
県
下

で
最
も
温
暖
な
地
と
言
わ
れ
て
お
り
、
毎
年

県
内
で
一
番
早
く
梅
や
桜
が
開
花
し
、
長
野

県
は
天
龍
村
か
ら
春
を
迎
え
ま
す
。

気
候
は
、
周
囲
を 

１
、
０００


ｍ
級
の

山
脈
と
起
伏
の
多
い
急
傾
斜
地
に
囲
ま
れ
て

い
る
た
め
、
寒
暖
の
差
の
著
し
い
内
陸
性
を

持
ち
ま
す
。
年
平
均
気
温
13
・
0
℃
、
年
間

降
雨
量
約
２
、
０００


㎜
と
高
温
多
湿
の
気

候
で
あ
り
、
シ
ュ
ロ
、
ゆ
ず
、
カ
シ
等
暖
帯

性
の
植
生
が
特
徴
的
で
県
下
で
は
最
も
温
暖

な
地
帯
で
す
。

昭
和
31
年
、
平
岡
村
と
神
原
村
と
の
合
併

は
、
当
時
天
竜
川
を
隔
て
た
も
の
と
し
て
は

下
伊
那
郡
下
に
先
駆
け
て
の
こ
と
で
し
た
。

そ
も
そ
も
両
村
は
、
古
来
よ
り
天
竜
川
の

恩
恵
を
受
け
て
共
に
発
展
し
て
き
ま
し
た

が
、
戦
後
平
岡
ダ
ム
や
佐
久
間
ダ
ム
の
完
成

に
よ
り
、
か
つ
て
の
天
竜
川
は
そ
の
清
流
と

激
流
の
響
き
を
全
く
止
め
、
本
然
の
姿
は
変

わ
り
果
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
天
竜
川
の
姿
を
せ
め
て
も
村

名
に
著
し
て
永
久
に
留
め
、
天
に
も
昇
る
龍

の
勢
い
で
ま
す
ま
す
産
業
を
盛
ん
に
し
、
新

村
建
設
に
飛
龍
の
気き

魄は
く

を
持
っ
て
奮
起
し
よ

う
と
の
意
を
込
め
て
「
天
龍
村
」
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

▲天龍村中井侍の茶畑と天竜川

長野県

天龍村

長
野
県

天て
ん

龍り
ゅ
う

村む
ら

小
さ
く
と
も
、

い
き
い
き
輝
き
続
け
る
村
　
天
龍
村
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〇
交
通
の
安
定
と
観
光

山
々
を
縫
う
よ
う
に
天
竜
川
が
流
れ
、
ま

る
で
龍
の
胴
体
の
よ
う
。
そ
の
姿
に
ふ
さ
わ

し
く
、
天
龍
村
は
「
龍
の
隠
れ
棲
む
里
」
と

も
称
さ
れ
る
、
風
光
明
媚
な
地
域
で
す
。

川
沿
い
の
道
で
は
時
折
、
車
を
停
め
て
天

竜
川
と
飯
田
線
を
走
る
電
車
を
一
緒
に
撮
影

し
よ
う
と
カ
メ
ラ
を
構
え
る
方
々
の
姿
を
目

に
し
ま
す
。
ま
た
、
夏
に
な
る
と
村
鳥
で
あ

る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
目
当
て
に
、
全
国
各
地
か

ら
愛
鳥
家
や
写
真
愛
好
家
が
訪
れ
ま
す
。
朝

早
く
か
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
狙
う
姿

が
見
ら
れ
る
の
も
、
今
で
は
村
の
風
物
詩
の

１
つ
で
す
。
天
龍
村
観
光
協
会
で
販
売
し
て

い
る
多
種
多
様
な
グ
ッ
ズ
も
大
変
ご
好
評
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
に
多
く
の
恵
み
を
与
え

て
く
れ
る
自
然
は
、
時
と
し
て
厳
し
い
顔
を

見
せ
ま
す
。
全
国
的
に
集
中
豪
雨
や
台
風
に

よ
る
土
砂
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
昨
今
、
天

龍
村
で
も
令
和
2
年
1
月
に
大
規
模
な
崩
落

が
発
生
し
、
安
全
な
通
行
が
困
難
と
な
る
事

態
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
村
民
や
関

係
者
は
狭
く
危
険
な
村
道
を
長
期
間
、
迂
回

路
と
し
て
利
用
せ
ざ
る
を
得
ず
、
不
安
と
不

便
を
抱
え
た
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
５
年
４
月
に
長
野

県
事
業
と
し
て
着
工
し
た
国
道
４
１
８
号

「
福
島
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
し
、
令
和
７
年

に
は
取
付
工
事
も
無
事
完
了
、
安
全
か
つ
円

滑
な
交
通
路
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
急
峻
で
狭
隘
な
道
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、

「
お
き
よ
め
の
湯
」
な
ど
の
重
要
な
観
光
施

設
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
き
く
改
善
さ
れ
、
村

民
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
や
村
外
か
ら
の
来

訪
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

同
じ
く
国
道
４
１
８
号
線
上
で
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
「
足
瀬
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
し

ま
す
と
雨
量
規
制
や
土
砂
崩
れ
の
多
い
区
間

の
交
通
が
格
段
に
安
定
し
ま
す
。

こ
の
道
路
整
備
は
、
単
な
る
利
便
性
の
向

上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体
の
活
力
や
安

心
感
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
今
後
、
三

遠
南
信
自
動
車
道
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が

開
通
す
れ
ば
、
天
龍
村
を
通
る
国
道
４
１
８

号
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
り

ま
す
。

美
し
い
自
然
と
共
に
生
き
る
私
た
ち
の
村

に
と
っ
て
、
安
全
で
安
定
し
た
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
基
盤

で
す
。
先
人
た
ち
が
大
切
に
守
っ
て
き
た
こ

の
地
の
魅
力
を
、こ
れ
か
ら
も
丁
寧
に
磨
き
、

次
の
世
代
へ
と
受
け
継
い
で
い
け
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
買
い
物
サ
ー
ビ
ス

天
龍
村
で
は
商
店
主
の
高
齢
化
や
運
転
免

許
の
返
納
な
ど
に
よ
り
、
生
活
必
需
品
で
あ

る
食
料
品
や
日
用
品
の
調
達
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
方
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平

成
29
年
度
よ
り
検
討
委
員
会
の
設
置
や
役
場

内
に
専
門
の
部
署
を
設
け
、
い
わ
ゆ
る
買
物

弱
者
対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

諮
問
委
員
会
に
よ
る
検
討
の
中
で
、
買
物

拠
点
施
設
の
整
備
と
、
見
守
り
御
用
聞
き
事

業
の
実
施
が
あ
げ
ら
れ
、
施
設
建
設
に
先
行

し
て
令
和
２
年
度
よ
り
地
域
の
見
守
り
も
兼

ね
た
御
用
聞
き
事
業
「
や
ま
び
こ
デ
リ
」
の

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

買
物
拠
点
施
設
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
運
用
形
態
の
検
討
を

重
ね
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
兼
ね
備
え
た
ミ
ニ

ス
ー
パ
ー
に
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
併
設
し

た
形
態
と
い
た
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
施

設
の
２
階
に
は
単
身
向
け
住
宅
を
６
戸
整
備

し
、住
ま
い
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、

施
設
の
一
部
に
は
村
産
材
を
活
用
し
て
い
る

ほ
か
、
環
境
に
配
慮
し
た
断
熱
効
果
の
高
い

素
材
の
導
入
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
に
配
慮

し
、
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
と
な

る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

令
和
４
年
４
月
に
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー「
満
島
屋
」

が
開
業
し
ま
し
た
。

満
島
屋
の
開
業
を
皮
切
り
に
、
令
和
４
年

７
月
に
村
内
全
区
域
を
カ
バ
ー
す
る
送
迎
バ

ス
事
業
で
あ
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
や
ま
び
こ

▲移動販売車「やまびこデリ号」
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デ
リ
号
」
の
運
行
を
開
始
、
さ
ら
に
、
令
和

６
年
３
月
に
は
天
龍
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

運
営
す
る
移
動
販
売
事
業「
や
ま
び
こ
デ
リ
」

の
運
行
を
始
め
、
御
用
聞
き
事
業
・
満
島
屋
・

デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
移
動
販
売
の
４
つ
の
柱
で

買
物
弱
者
を
支
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
り
当
初
の
課
題
で

あ
っ
た
免
許
を
返
納
し
た
住
民
や
、
民
間
の

移
動
販
売
が
カ
バ
ー
で
き
な
い
地
域
の
住
民

の
支
援
の
み
な
ら
ず
買
い
物
等
を
通
じ
て
商

品
を
選
ぶ
楽
し
み
に
よ
る
満
足
感
の
充
足
や

村
民
の
皆
さ
ん
と
販
売
員
が
良
好
な
関
係
を

築
く
こ
と
に
よ
り
「
身
近
に
頼
れ
る
存
在
を

つ
く
る
」
大
事
な
機
会
の
１
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。

〇�

若
き
視
点
と
つ
な
が
る
未
来
〜
天

龍
村
の
「
学
生
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
〜

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
天
龍
村
に
新
し

い
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
の
が
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
で
訪
れ
る
「
学
生
」
た
ち

で
す
。
村
に
お
け
る
学
生
受
け
入
れ
の
記
録

は
平
成
18
年
に
遡
り
、
こ
れ
ま
で
国
際
基
督

教
大
学
を
は
じ
め
、
約
15
校
の
大
学
や
高
校

か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
こ
の
連
携
は
よ
り
強
固
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
２
月
に
は
国
際

基
督
教
大
学
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
村
の
課
題

解
決
や
地
方
創
生
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
た

実
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
（
都
市
工
学
専
攻 

国
際
都
市

計
画
・
地
域
計
画
研
究
室
）
と
「
地
域
と
大

学
の
連
携
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。
こ

の
取
組
に
は
東
京
大
学
に
加
え
、
信
州
、
三

重
、
筑
波
、
宮
城
、
立
命
館
の
各
大
学
の
学

生
も
参
加
し
、
数
名
か
ら
数
十
名
の
グ
ル
ー

プ
で
村
の
多
様
な
課
題
を
テ
ー
マ
に
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

正
直
な
と
こ
ろ
、
短
期
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
よ
る
学
習
結
果
が
、
即
座
に
村
の

課
題
解
決
に
直
結
す
る
実
績
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
村
と
関
わ
り
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と

自
体
に
、
極
め
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

実
際
、
か
つ
て
受
け
入
れ
た
学
生
が
後
に

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
採
用
さ
れ

た
り
、
時
を
経
て
「
地
域
活
性
化
起
業
人
」

と
し
て
村
で
活
躍
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
短
期
間
で
あ
れ
彼
ら
の
心

の
中
に
天
龍
村
が
存
在
し
続
け
、
村
と
の
関

わ
り
が
途
切
れ
な
い
こ
と
。こ
れ
こ
そ
が「
関

係
人
口
」の
創
出
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、

学
生
受
け
入
れ
の
最
大
の
成
果
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
一
人
で
も
多
く
の
関
わ
っ
た

学
生
に
天
龍
村
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

導
入
予
定
の
「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」

を
積
極
的
に
活
用
し
、
村
を
訪
れ
た
学
生
が

そ
の
後
も
継
続
し
て
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け

ら
れ
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
く
方
針
で
す
。

〇�

地
域
と
歩
み
、
未
来
を
開
く
！�

村
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

活
躍

天
龍
村
で
は
、
平
成
25
年
度
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
初
採
用
し
ま
し
た
。
地
域
外
か

ら
の
多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ
、
新
た
な
視

点
で
村
の
活
性
化
を
図
る
こ
の
取
組
は
、
着

実
に
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
現
役
隊
員
を
含
め
て
累
計
31
名

を
採
用
し
て
き
ま
し
た
。
任
期
を
終
え
た
退

任
者
26
名
の
う
ち
15
名
が
村
内
に
定
住
し
て

お
り
、定
住
率
が
58
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

定
住
し
た
多
く
の
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
は
、

村
で
家
庭
を
築
い
て
お
り
、
深
刻
な
課
題
で

あ
る
少
子
化
対
策
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
村
内
で
は
5
名
の
現
役
隊
員
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
林
業
振
興
に
1

名
、
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社
で
の
農
業

振
興
に
3
名
、
そ
し
て
水
産
業
振
興
と
し
て

信
州
サ
ー
モ
ン
の
養
殖
に
1
名
が
従
事
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
新
規
採
用
さ
れ
た
菊
地
原
隊
員

は
、
大
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
け
入

れ
事
業
で
村
を
訪
れ
た
こ
と
が
着
任
の
き
っ

か
け
で
し
た
。
信
州
サ
ー
モ
ン
の
養
殖
に
強

い
興
味
を
持
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン

タ
ー
ン
を
経
て
今
回
の
採
用
に
至
り
ま
し

た
。
あ
ら
ゆ
る
産
業
で
人
材
・
後
継
者
不
足

が
叫
ば
れ
る
中
、非
常
に
貴
重
な
人
材
で
す
。

こ
の
事
例
は
、
大
学
連
携
事
業
を
通
じ
て
村

の
フ
ァ
ン
や
担
い
手
を
生
み
出
す
重
要
性
を

改
め
て
実
感
す
る
契
機
と
も
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
定
住
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
た
ち
の
活

動
も
地
域
に
大
き
な
活
力
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
彼
ら
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ツ
メ
モ
ガ
キ
※
は
、
退
任
後
も
地
域
振

興
に
直
結
す
る
多
彩
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
特
産
の
ゆ
ず
を
加
工
し
た
伝
統

的
な
「
柚
餅
子
（
ゆ
べ
し
）」
づ
く
り
の
継

承
や
、
体
験
ツ
ア
ー
の
企
画
。
さ
ら
に
、
特

産
の
「
中
井
侍
銘
茶
」
の
高
付
加
価
値
化
と

茶
摘
み
体
験
ツ
ア
ー
、
一
棟
貸
し
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
「O

rion

（
オ
リ
オ
ン
）」
の
営
業
な

ど
を
通
じ
て
、
村
の
魅
力
発
信
と
新
た
な
関

係
人
口
の
創
出
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
ま

す
。地

域
の
担
い
手
と
し
て
奮
闘
す
る
現
役
隊

員
と
、
定
住
後
も
独
自
の
視
点
で
村
を
盛
り

上
げ
続
け
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
た
ち
。
彼
ら
の
存 ▲銀座NAGANOでの柚餅子PRイベント
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在
は
、
村
の
未
来
を
切
り
開
く
大
き
な
希
望

で
す
。
今
後
の
活
躍
も
引
き
続
き
期
待
し
て

い
ま
す
。

※�
「
ツ
メ
モ
ガ
キ
」
＝
村
の
厳
し
い
過
疎
化

や
高
齢
化
と
い
う
現
状
に
対
し
、「
い
ま

こ
そ
つ
め
も
が
く
（
＝
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

す
る
）
時
！
」
と
い
う
想
い

〇
天
龍
村
誕
生
70
周
年
記
念

天
龍
村
は
昭
和
31
年
9
月
30
日
、
平
岡
村

と
神
原
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
来
る
令
和

8
年
9
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
誕
生
70
周
年

を
迎
え
ま
す
。こ
の
70
年
と
い
う
長
い
歳
月
、

村
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
人
の
方
々
、
そ

し
て
今
を
生
き
る
村
民
の
皆
さ
ん
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の
記
念
す

べ
き
節
目
を
皆
さ
ま
と
共
に
祝
い
、
こ
れ
ま

で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
輝
か
し

い
未
来
を
展
望
す
る
た
め
、
年
度
間
を
通
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

〇
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
保
護
活
動

天
龍
村
で
は
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
と
い
う
渡

り
鳥
を
村
鳥
に
認
定
し
保
護
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
、
光
り
輝
く
瑠
璃
色
の

身
体
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
く
ち
ば
し
を
持
ち
、

そ
の
姿
か
ら
「
緑
の
宝
石
」
と
も
呼
ば
れ
る

渡
り
鳥
で
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅

危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
龍
村
に
は
、
4
月
下
旬
か
ら
5
月
上
旬

頃
に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
繁
殖
の
た
め
に
飛
来

し
、
7
月
の
ヒ
ナ
の
巣
立
つ
ま
で
に
か
け
て

村
内
各
所
で
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。本

来
は
樹
木
の
洞
（
う
ろ
）
な
ど
を
住
処

と
し
営
巣
す
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
で
す
が
、
住

処
と
な
る
よ
う
な
樹
木
の
減
少
が
ブ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
の
頭
数
減
少
の
一
因
で
あ
る
と
考
え
天

龍
村
で
は
巣
箱
の
設
置
を
実
施
し
て
い
ま

す
。天

龍
村
で
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
保
護
活
動

は
平
成
9
年
に
平
岡
小
学
校
（
現
天
龍
小
学

校
）
の
児
童
た
ち
の
取
組
が
発
端
と
な
っ
て

お
り
、「
天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
（
天
龍
小

学
校
）」
を
中
心
に
村
民
等
有
志
や
役
場
の

協
力
を
受
け
な
が
ら
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
営
巣

場
所
確
保
の
た
め
村
内
各
所
へ
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
の
巣
箱
を
設
置
し
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
に
は
役
場
屋
上
へ
設
置
し
て
い

る
巣
箱
内
部
へ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
営
巣
状
況

の
記
録
を
開
始
し
平
成
25
年
か
ら
は
村
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
家
庭
の
テ
レ
ビ

に
も
役
場
屋
上
の
巣
箱
内
の
様
子
が
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
効
果
も
あ
り
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が

村
民
に
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
り
世
間
話
の

話
題
に
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
子
育
て
の
様
子
が

あ
が
る
な
ど
村
民
か
ら
も
強
い
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
か
ら
は
新
た
に
村
民
の
有
志
に

よ
り
構
成
さ
れ
た
「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
守
る

会
」
が
発
足
さ
れ
天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
の

活
動
支
援
を
中
心
に
巣
箱
の
設
置
や
観
察
者

の
対
応
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
8
年
に
も
19
個
の
巣
箱
が
天
龍
み
ど

り
の
少
年
団
に
よ
り
村
内
各
所
に
設
置
さ
れ

複
数
の
箇
所
で
営
巣
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。役

場
に
設
置
さ
れ
た
巣
箱
に
も
1
組
の

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
営
巣
し
4
羽
の
雛
鳥
が
成

長
し
て
い
る
様
子
が
巣
箱
内
に
設
置
し
て
い

る
カ
メ
ラ
を
通
し
て
確
認
で
き
ま
す
。

早
け
れ
ば
7
月
10
日
あ
た
り
か
ら
巣
立
ち

を
迎
え
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
で
す
が
、
毎
年
天

龍
村
か
ら
複
数
の
雛
鳥
が
遠
く
離
れ
た
東
南

ア
ジ
ア
に
向
け
て
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。

天
龍
村
か
ら
巣
立
っ
て
い
っ
た
ブ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
が
翌
年
も
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
今
後
も
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
保
護
活
動

を
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

〇
天
龍
温
泉
お
き
よ
め
の
湯

長
野
県
最
南
端
に
位
置
す
る
天
龍
村
の

「
お
き
よ
め
の
湯
」
は
、
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
村
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
で
す
。

施
設
名
は
、
毎
年
正
月
に
地
域
で
受
け
継

が
れ
て
い
る
伝
統
行
事「
向
方
お
潔
め
祭
り
」

に
由
来
し
、「
温
泉
に
浸
か
り
、
身
も
心
も

清
め
、
健
康
と
長
寿
を
願
う
」
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
（
pH
９
・

６
）。
肌
あ
た
り
が
や
わ
ら
か
く
、
湯
上
が

り
に
は
肌
が
し
っ
と
り
と
な
め
ら
か
に
な
る

こ
と
か
ら
、
多
く
の
お
客
さ
ま
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
内
湯
や
露
天
風
呂
、
サ
ウ
ナ
、

水
風
呂
を
備
え
、
露
天
風
呂
か
ら
は
四
季

折
々
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
。

館
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店
、
広
々
と

し
た
休
憩
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
入
浴
だ
け
で

な
く
一
日
を
通
し
て
く
つ
ろ
げ
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

南
信
州
の
秘
境
・
天
龍
村
で
、
豊
か
な
自

然
と
良
質
な
温
泉
に
癒
や
さ
れ
る
ひ
と
と
き

を
ぜ
ひ
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

お
き
よ
め
の
湯

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

〇
天
龍
村
の
柚
餅
子

柚
餅
子
と
は
、
保
存
食
の
１
つ
で
、
柚
の

中
身
を
く
り
抜
き
、
皮
の
器
の
中
に
、
砂
糖

や
ク
ル
ミ
、
胡
麻
等
と
混
ぜ
合
わ
せ
た
「
練

り
味
噌
」
を
詰
め
込
み
、
２
時
間
ほ
ど
蒸
し

た
後
、
自
然
乾
燥
で
約
２
～
３
か
月
か
け
て

▲天龍村70周年記念ロゴ
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１
つ
１
つ
を
丹
念
に
仕
上
げ
た
、
独
特
の
風

味
と
香
り
が
あ
る
珍
味
で
す
。

全
国
的
に
も
、「
柚
餅
子
」
と
言
え
ば
ク

ル
ミ
の
入
っ
た
餅
菓
子
と
し
て
広
く
一
般
に

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
保
存
食

と
し
て
練
り
味
噌
を
柚
子
に
入
れ
て
乾
燥
さ

せ
る
柚
餅
子
で
す
。
全
国
複
数
の
地
域
に
存

在
し
て
お
り
、
戦
国
時
代
に
起
源
を
持
つ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
龍
村
で
代
々
作
り
続

け
ら
れ
て
い
る
柚
餅
子
も
そ
の
１
つ
で
す
。

村
の
郷
土
食
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
現
在
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
中
心
と
な
っ

て
伝
統
の
味
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。
文
化

庁
の
食
文
化
「
１
００

年
フ
ー
ド
」
に
認
定

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
誇
る
べ
き
食
文
化
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〇
特
産
品
て
い
ざ
な
す

天
龍
村
神
原
地
区
に
住
ん
で
い
た
田
井
沢

さ
ん
が
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
年
）
頃
、

東
京
の
種
苗
店
か
ら
種
子
を
取
り
寄
せ
て
栽

培
が
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
初

に
栽
培
を
始
め
た
田
井
沢
さ
ん
の
名
前
に
ち

な
ん
で
「
田
井
沢
な
す
」
と
命
名
さ
れ
ま
し

た
が
、
名
前
が
訛
り
「
て
い
ざ
な
す
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
き
さ
は
長
さ
25
㎝
、
重
さ
４
００

グ
ラ

ム
以
上
で
、
大
き
な
も
の
は
長
さ
30
㎝
、
重

さ
は
1
㎏
以
上
に
な
る
の
が
大
き
な
特
徴
と

な
り
ま
す
。
果
肉
は
柔
ら
か
く
、
甘
み
が
強

い
の
が
特
徴
で
、
焼
き
ナ
ス
な
ど
の
料
理
が

お
す
す
め
で
す
。

１
００

年
も
の
間
ほ
と
ん
ど
他
に
出
回
る

こ
と
は
な
く
、
自
家
消
費
さ
れ
る
か
村
の
直

売
所
に
並
ぶ
程
度
で
し
た
が
、
高
齢
化
の
進

む
同
地
区
で
新
し
い
付
加
価
値
商
品
と
し
て

注
目
さ
れ
、「
て
い
ざ
な
す
生
産
者
組
合
」

が
発
足
し
、長
野
県
の
「
信
州
の
伝
統
野
菜
」

に
選
定
さ
れ
る
こ
と
で
地
域
の
特
産
品
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
天
龍
村
内
に
あ
る
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
龍
泉
閣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

期
間
限
定
で
て
い
ざ
な
す
を
田
楽
に
し
た

「
て
い
ざ
な
す
定
食
」
を
提
供
し
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

〇
中
井
侍
銘
茶
に
つ
い
て

長
野
県
最
南
端
の
天
龍
村
中
井
侍
地
区
で

生
産
さ
れ
る
煎
茶
（
緑
茶
）
に
中
井
侍
銘
茶

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
が
つ
い
て
お
り
、
国
内

で
も
稀
少
で
良
質
な
浅
蒸
し
茶
を
生
産
し
て

い
ま
す
。
中
井
侍
の
お
茶
畑
は
天
龍
村
の
急

傾
斜
地
に
上
か
ら
下
ま
で
所
狭
し
と
お
茶
畑

が
あ
り
、
眼
下
に
は
雄
大
な
天
竜
川
を
望
め

ま
す
。

中
井
侍
銘
茶
の
特
徴
と
し
て
、
中
井
侍
地

▲天龍村の柚餅子

▲大きく育ったていざなす ▲ていざなすの味噌焼き

▲中井侍のお茶摘み体験
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区
で
は
今
で
も
手
摘
み
の
文
化
と
営
み
が
残

り
５
月
に
は
良
質
な
茶
葉
の
み
を
え
り
す

ぐ
っ
て
摘
む
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
竜
川
か
ら
立
ち
上
る
朝
霧
が
お
茶
を
美
味

し
く
す
る
と
言
わ
れ
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大

き
く
、日
照
時
間
が
短
い
山
間
部
の
谷
合
は
、

お
茶
の
栽
培
に
適
し
た
環
境
か
ら
、
柔
ら
か

く
上
質
な
葉
が
生
ま
れ
ま
す
。
恵
ま
れ
た
環

境
と
丁
寧
な
仕
事
で
摘
ま
れ
た
お
茶
は
、
蒸

し
時
間
の
短
い
浅
蒸
し
と
言
わ
れ
る
製
法
で

地
区
内
の
製
茶
工
場
で
加
工
さ
れ
ま
す
。
こ

う
し
て
で
き
た
中
井
侍
銘
茶
は
苦
み
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
甘
味
が
引
き
立
ち
ス
ッ
キ
リ
と

し
た
味
わ
い
で
と
て
も
飲
み
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

〇
天
龍
村
の
十
久
保
南
蛮

天
龍
村
十
久
保
地
区
の
村
澤
氏
が
、
平
岡

ダ
ム
の
建
設
に
従
事
し
た
朝
鮮
人
か
ら
種
を

譲
り
受
け
、
一
人
で
栽
培
を
行
い
、
一
味
唐

辛
子
に
加
工
し
村
の
温
泉
施
設
な
ど
へ
出
荷

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
村
澤
氏
の
体
調
不
良

に
よ
り
「
十
久
保
南
蛮
」
の
栽
培
は
途
絶
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
岡
地
区
の

板
倉
氏
が
種
を
譲
り
受
け
令
和
3
年
か
ら
栽

培
を
継
承
し
て
き
ま
し
た
。

特
徴
と
し
て
、
青
果
は
細
長
く
果
長
10
㎝

～
15
㎝
、
辛
味
と
香
り
が
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。令

和
5
年
か
ら
「
十
久
保
南
蛮
」
の
復
活

を
願
う
村
内
の
農
業
者
が
栽
培
を
始
め
、
令

和
5
年
に
「
信
州
の
伝
統
野
菜
」
に
選
定
さ

れ
、
地
域
の
特
産
品
と
し
て
栽
培
を
行
っ
て

い
ま
す
。

�

総
務
課　

槇
村　

綾
奈

　「町村 .com」は、町村関
係者の方だけがご利用いた
だける専用Webサイトです。
　ログイン時のユーザー名
とパスワードは、各町村に
お知らせ（平成18年9月27
日付）しております。 お問
い合わせは、全国町村会広
報部（kouhou@zck.or.jp）ま
でお願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員の皆さまの情報収集の利便性

を向上させるため、町村専用Webサイト「町村.com」を開設しています。

　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁等の政策情報を随時ご提供し、町村関係者

にとって役立つ Webサイトとなることをめざし、これからも充実を図ってまいります。ご感想・

ご意見は、下記のメールアドレスにお寄せください。

ご活用ください！町村専用Webサイト「町村 .com」

 https://www.zck.or.jp/choson/

お問い合わせは
こちら

詳しくはWebへ
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▲中井侍の茶畑

▲鮮やかな赤色の十久保南蛮
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地域力の強化に向けた 
全国市町村長サミット 2026in新潟の開催について 

〈主催：総務省・新潟県〉 

参加を希望される方は、URLまたは QRコードの専用サイトからお申し込みください。 
【申し込み締切日：10月 16日（金）】    https://app.itto.co/summit2026-niigata/ 

 お問い合わせ  総務省 地域力創造グループ 地域振興室 担当：渡邊課長補佐、外崎事務官 
電話：03-5253-5534  E-mail：s2.tonosaki@soumu.go.jp 

13：00～13：20 【開会挨拶】総務省挨拶／新潟県挨拶 

13：20～14：20 
【基調講演】 
多様な主体の参画による「縮充」のまちづくり 
講演者：作野 広和（島根大学教育学部 社会科教育専攻 教授） 

14：40～17：20 
 
 第１部  
14：40～15：50 

 
 第２部  
16：10～17：20 

 
 
 

【分科会】2つのテーマの分科会に分かれ、各分科会のコーディネーターと発表される 
市町村長の方々に、取組事例の発表と意見交換を行っていただきます。 

【第一分科会】地域おこし協力隊 
コーディネーター：稲垣 文彦（ふるさと回帰・移住交流推進機構 副本部長） 
事例発表者：神田 一秋（新潟県阿賀町長）、菅原 茂（宮城県気仙沼市長） 

       木下 喜人（山梨県丹波山村長）、門間 雄司（兵庫県豊岡市長） 
 
【第二分科会】関係人口を巻き込んだ、地域の暮らしを守る取組 
コーディネーター：中島 みき（面白法人カヤック 執行役員） 

  事例発表者：都竹 淳也（岐阜県飛騨市長）、山﨑 出（高知県馬路村長） 
        久保田 郁夫（新潟県糸魚川市長）、篠田 洋司（山口県美祢市長） 

17：40～18：50 【市町村長交流会】市町村長に意見交換、情報交換をしていただく交流会を実施します。 
（参加費 6,600円（税込・当日現金）） 

 

１１月９日（月） 場所：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター（新潟県新潟市中央区万代島６－１） 

8：30 出発（8:30朱鷺メッセ ⇒ 8:50新潟駅） 
10：00～11：40 ① シティホールプラザ アオーレ長岡 ② 米百俵プレイス ミライエ長岡 
11：40～13：00 昼食・移動（半日コース終了（11:40長岡駅 ⇒ 12:50新潟駅 ⇒ 13:20新潟空港）） 
13：00～14：40 ③ 燕市産業史料館 ④ うさぎもちハレラテつばめ 
14：50～15：30  ⑤ 燕三条地場産業振興センター 
15：30～17：00 終了（15:40燕三条駅 ⇒ 16:30新潟駅 ⇒ 17:00新潟空港） 
 

１１月１０日（火）現地視察 ※ 1 日コース・半日コースあり（1 日コースは昼食代各自負担） 

全国の市町村長等が一堂に会して議論・交流を行うことを通じて、地域活性化の一層の進展・普及
を図ることを目的に、地域力の強化に向けた全国市町村長サミット2026in新潟を開催します。 
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全国926町村には、それぞれにその場所ならではの輝く資源があります。
そのまち、そのむらが、今発信したい魅力を紹介していきます。

まちむらの魅力発信！Vol.11

４
０
０
種
５
０
０
０
株
の

バ
ラ
が
華
麗
に
咲
き
誇
る

景 観　
さ
い
た
ま
市
に
ほ
ど
近
い
伊
奈
町
は
、
豊
か

な
自
然
が
あ
り
な
が
ら
都
市
化
も
進
ん
で
い
る

住
み
や
す
い
町
。
こ
の
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え

ば
、
町
制
施
行
記
念
公
園
に
あ
る
１
・
４
ha
の

バ
ラ
園
で
す
。
１
９
８
７
年
に
２
７
０
株
か
ら

始
ま
り
、
現
在
で
は
４
０
０
種
５
０
０
０
株
。

株
数
は
県
内
最
大
、
全
国
で
も
有
数
の
規
模
で

す
。
バ
ラ
は
春
と
秋
に
見
ご
ろ
を
迎
え
、
咲
き

誇
り
ま
す
。
５
月
の
バ
ラ
ま
つ
り
に
は
７
万
人

が
訪
れ
、
ロ
ー
ズ
・
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
人
気
で
す
。

　
バ
ラ
を
育
て
る
の
は
専
門
業
者
に
加
え
、
講

習
会
を
修
了
し
た
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
バ
ラ

マ
ス
タ
ー
ズ
」
た
ち
。
駅
前
や
街
路
樹
に
も
バ

ラ
を
植
え
る
取
組
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
５
月
に
は
、
バ
ラ
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
カ
ル
ロ
ヴ
ォ
市
と
友
好
都

市
に
。
地
元
の
小
学
校
が
バ
ラ
の
研
究
で
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
け
る
な
ど
、
バ
ラ
を
き
っ
か

け
と
し
た
国
際
交
流
や
教
育
も
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

伊
奈
町
の

　
　
　バ
ラ
園

伊
奈
町
の

　
　
　バ
ラ
園

い

な

ま
ち

ここでしか見られない
「伊奈町オリジナルローズ」も。

埼玉県埼玉県

上級者はもちろん初心者でも
楽しめるサーフィンスポット。

　
高
知
県
最
東
端
、徳
島
県
と
接
す
る
東
洋
町
。

人
口
２
０
０
０
人
の
町
を
全
国
区
に
し
て
い
る

の
が
サ
ー
フ
ィ
ン
。
全
長
１
㎞
に
わ
た
る
生
見

サ
ー
フ
ィ
ン
ビ
ー
チ
は
、
年
間
を
通
じ
て
波
が

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
立
つ
こ
と
か
ら
、
サ
ー

フ
ァ
ー
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
公
認
の
大
会
も
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
隣
接
す
る
遠
浅
の
美
し
い
海
岸
、
白
浜
海
水

浴
場
に
は
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
海
上
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
「
Ｂ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
　
Ｈ
ｏ
ｏ
ｐ
ｉ
ｎ

ｇ
」
が
あ
り
、
海
の
遊
び
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
移
住
定
住
策
と
し
て
、
季
節
ご
と
に

異
な
る
仕
事
を
組
み
合
わ
せ
、
１
年
を
通
し
て

働
け
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
朝
は
サ
ー
フ
ィ
ン
、
日
中
は
仕
事
と
い
う

暮
ら
し
方
に
惹
か
れ
、
移
り
住
む
人
も
増
え
て

い
る
と
か
。「
昔
か
ら
お
遍
路
さ
ん
を
温
か
く

迎
え
て
き
た
土
地
柄
。
波
を
求
め
て
訪
れ
る

人
々
へ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
も
わ
が
町
の
誇
り

で
す
」（
東
洋
町
役
場
総
務
課
の
廣
田
さ
ん
）。

サ
ー
フ
ィ
ン
も
海
水
浴
も
！

海
の
遊
び
を
満
喫
で
き
る

海 岸

東
洋
町
の

  

　生
見
海
岸

東
洋
町
の

  

　生
見
海
岸

と
う

い
く

み

よ
う

ち
ょ
う

高知県高知県

　
日
野
商
人
と
は
、
江
戸
時
代
に
全
国
で
活
躍

し
た
近
江
商
人
の
う
ち
日
野
町
出
身
の
商
人
の

こ
と
。
日
野
椀
や
和
漢
薬
の
「
万
病
感
応
丸
」

が
評
判
を
呼
び
、
関
東
や
東
海
ま
で
商
売
を
広

げ
ま
し
た
。

　
他
の
近
江
商
人
と
異
な
る
日
野
商
人
の
特
徴

は
、「
日
野
大
当
番
仲
間
」
と
い
う
商
人
組
合

を
結
成
し
、
仲
間
同
士
で
協
力
し
て
商
い
を
し

た
こ
と
。「
陰
徳
善
事
」（
陰
な
が
ら
徳
を
積
む

と
翻
っ
て
自
分
に
返
っ
て
く
る
）
と
い
う
家
訓

が
組
合
を
通
じ
て
共
有
さ
れ
、
今
も
こ
の
町
に

根
付
い
て
い
ま
す
。
町
の
中
心
部
に
は
、
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
町
並
み
が
残
り
、
昔
な
が
ら
の

風
情
が
漂
い
ま
す
。「
近
江
日
野
商
人
館
、
近

江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館
な
ど
近
江
商
人
の
旧

本
宅
を
活
用
し
た
施
設
も
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ

と
館
で
は
日
野
の
伝
統
料
理
を
食
べ
ら
れ
ま

す
。
鯛
そ
う
め
ん
は
美
味
し
い
で
す
よ
」
と
ふ

る
さ
と
館
館
長
の
岡
井
さ
ん
。
毎
年
２
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
「
日
野
ひ
な
ま
つ
り

紀
行
」
で
は
、
昔
な
が
ら
の
商
家
の
桟
敷
窓
越

し
に
ひ
な
人
形
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 江戸時代にタイムスリップした

かのような町並みと伝統料理。

日
野
町
の

　
　日
野
商
人

ひ

の

ち
ょ
う

日
野
町
の

　
　日
野
商
人

ま
ん

お
お

と
う
ば
ん

び
ょ
う
か
ん
の
う
が
ん

商
売
を
通
じ
て
築
き
上
げ
た

「
陰
徳
善
事
」の
精
神

歴 史 

い
ん

じ

ぜ
ん

と
く

滋賀県滋賀県

さ 

じ
き
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秋
田
県
東
成
瀬
村
長
の
備
前
と
申
し
ま

す
。
５
月
の
村
長
選
挙
に
お
い
て
、
二
期

目
の
村
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
東
成
瀬
村
は
、
秋

田
県
の
最
南
東
端
、
栗
駒
国
定
公
園
を
擁

す
る
奥
羽
山
脈
の
奥
懐
に
抱
か
れ
、
岩
手

県
、
宮
城
県
と
県
境
を
接
す
る
自
然
豊
か

な
山
村
で
す
。

東
西
約
17
㎞
、
南
北
約
30
㎞
と
南
北
に

細
長
い
村
域
を
有
し
、
総
面
積
約
２
０
４

平
方
㎞
の
う
ち
、
お
よ
そ
93
％
を
山
林
原

野
が
占
め
、
標
高
１
６
０
ｍ
か
ら
１
、
４

００

ｍ
を
超
え
る
山
々
ま
で
変
化
に
富
ん

だ
地
形
が
豊
か
な
自
然
環
境
を
育
ん
で
い

ま
す
。
一
級
河
川
雄
物
川
水
系
の
成
瀬
川

が
村
を
貫
き
、
そ
の
清
ら
か
な
流
れ
は

人
々
の
暮
ら
し
や
農
業
を
支
え
な
が
ら
、

美
し
い
景
観
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、県
内
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、

厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た

助
け
合
い
の
精
神
や
粘
り
強
さ
は
、
今
な

お
地
域
文
化
の
礎
と
な
り
、
明
治
22
年
の

町
村
制
施
行
以
来
、
昭
和
と
平
成
の
大
合

併
で
も
単
独
で
存
続
す
る
道
を
選
び
、
１

３
７
年
の
歴
史
を
紡
い
で
い
ま
す
。

一
方
、
国
勢
調
査
人
口
は
昭
和
22
年
の

６
、
２２０


人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
い

て
お
り
、
令
和
７
年
で
は
２
、
２
９
３
人

ま
で
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
、
担
い
手
不

足
や
地
域
経
済
の
縮
小
と
い
っ
た
課
題
に

加
え
、
こ
こ
数
年
は
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
獣
害
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
に
も
直

面
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
村
の
南
部
で
国
家
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
成
瀬
ダ
ム
の
建
設
が
令

和
９
年
度
の
完
成
に
向
け
て
最
終
段
階
と

な
っ
て
い
ま
す
。
成
瀬
ダ
ム
は
、
安
全
・

安
心
な
水
資
源
を
確
保
し
、
洪
水
調
節
に

よ
る
治
水
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
、
水

力
発
電
な
ど
、
多
面
的
な
役
割
を
担
う
多

目
的
ダ
ム
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
村
で
は
、
こ
の
成
瀬
ダ
ム
を
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
地
域
資
源
と
位
置
付
け
、

完
成
後
を
見
据
え
た
地
域
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
本
年
６
月
に
は
「
東
成
瀬

村
観
光
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
ダ
ム
完
成
を
目
前
に
本
村
の
魅
力
や

特
性
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
な
が
ら
、
観

光
振
興
を
は
じ
め
、
交
流
人
口
・
関
係
人

口
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
新
た

な
産
業
の
創
出
な
ど
、
水
源
地
域
な
ら
で

は
の
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
40
名
を
超
え
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
村
内
に
移
住
し
て
お
り
、
多

様
な
人
材
が
、
新
た
な
視
点
や
ア
イ
デ
ア

を
生
か
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
も
、
本
村
の
特
色
と
言
え

ま
す
。

本
村
の
よ
う
な
小
規
模
自
治
体
に
は
、

「
で
き
な
い
こ
と
」
が
あ
る
一
方
で
、「
小

さ
い
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
」
も
あ
り
ま

す
。
住
民
と
の
距
離
が
近
く
、
一
人
一
人

の
声
が
行
政
に
届
き
や
す
い
こ
と
、
地
域

全
体
で
課
題
を
共
有
し
、
迅
速
か
つ
柔
軟

に
対
応
で
き
る
こ
と
は
、
町
村
な
ら
で
は

の
大
き
な
強
み
で
す
。
人
口
規
模
の
大
小

に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

行
政
の
継
続
的
な
挑
戦
こ
そ
が
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

地
方
創
生
の
取
組
が
始
ま
っ
て
10
年
以

上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
は
、
一
つ
の
自
治
体
だ
け
で
解

決
で
き
る
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
間
、
全
国
の
町
村
で
は
地
域
資

源
を
生
か
し
た
創
意
工
夫
が
積
み
重
ね
ら

れ
、数
多
く
の
成
果
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
や
地
域

が
培
っ
て
き
た
知
恵
や
経
験
を
共
有
し
、

互
い
に
学
び
合
う
こ
と
が
一
層
重
要
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
村
も
ま
た
、
全
国
町
村
会
の
一
員
と

し
て
、
生
命
の
源
で
も
あ
る
水
を
育
む
水

源
地
域
の
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
、
住
民

が
将
来
に
希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
私
が
め

ざ
す
「
小
さ
く
て
も
強
い
村
」
の
実
現
に

向
け
た
歩
み
が
、
人
口
減
少
時
代
に
お
け

る
町
村
行
政
の
一
つ
の
道
標
と
な
り
、
全

国
の
町
村
と
の
新
た
な
学
び
合
い
や
連
携

に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

令和9年度完成予定の成瀬ダム

小
さ
く
て
も
強
い
村
へ

秋
田
県
東ひ

が
し

成な
る

瀬せ

村
長

備び

前ぜ
ん

　
博ひ

ろ

和か
ず
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